
第５１号 平成２5 年４月 25 日

日本防災士会広島県支部総会

日時：4 月 21 日 14 時 30 分～16 時 30 分

場所：広島市東区民文化センター３階会議室

主催：日本防災士会広島県支部

参加者：６７人（広島市中央地区、同西地区、同安佐地区、県南東部地区、

備北地区の県内５地区構成、会員数 113 人）

[平成 25 年度広島県支部総会内容]

１．箱上支部長挨拶

広島県支部は 7 年前に設立、会員は 17 人であったが現在 113 人に

増加した。今年は県内防災リーダー養成講習 5 年計画の最終年。

地域防災には課題もあるが地域の防災力の向上に取り組もう。

２．H24 年度の事業報告（野村事務局長）

主要な実施事業 10 件の報告が行われた。スキルアップ講習会、広島

県・福山市総合防災訓練参画、尾道市看護専門学校での講演、尾道市

三庄防災訓練支援、三原市本町連合町内会防災訓練支援、ひろしま

国際センターで外人向け講演・実技訓練、安佐地区防災研修会等

３．H24 年度の活動報告

(1)柳迫地区幹事の FM 放送ラジオ番組“防災広島”出演の紹介が

行われ、井上アナウンサー（女性防災士）も報告に参加し、参

加者の関心を高めた。

(2)山田副支部長より、「外国人のための防災支援」についての講演・

防災訓練をおこなった報告がされた。言葉の問題、防災に関する

知識、意識レベルの問題などあるが質問が多く、参加者からは

喜ばれ、成果はあった。

(3)桑木副支部長より南東部地区の活動状況が報告された。H20 年設

立時 6人が現在 64 人に増えた。設立時から情報連絡、協力体制と

地域防災支援を重視して来た。毎年地区会議を２～３回開催、ま

た防災講座及び防災訓練の支援活動は年８件程度行っている。

特に防災展示は８種の得意なレパートリをもっている。

４．H24 年度の決算報告（中嶋会計役員及び横田監査役員）

H24 年度の広島県支部の決算書内容の説明と監査報告が行われ、出席

会員の承認を得た。

５．役員改選

H25 年度からの役員についての提案があり、出席者により提案通り

承認された。

６．H25 年度事業計画案及び予算（箱上支部長、中嶋会計役員）

年間事業予定が提示説明されたあと予算内容の説明が行われた。

・防災士の専門員制度が制定され、柳迫防災士が認定された。

・学校防災アドバイザー制度の設立により市町の教育委員会が推進。 (2)H25 年度予算案が説明さ

７．地区別打合せ（５地区）

総会の後、地区ごとに分かれて、各地区の防災活動の課題や実施向上対策等が打ち合わせられた。

支部総会は参加者も増え、内容も充実、地区活動の上向きが感じられた。今年度も県支部全体で地域防災

の活性化、向上に取組んで行く。 以上

箱上支部長挨拶の様子

新役員紹介と挨拶の様子

柳迫安佐地区幹事の活動報告

地区別活動計画の打合せの様子

中央地区と南地区

南東部地区の打合せの様子


